
 現行モデル  

道路（人の移動）における改善点 

全機関のべ利用人数 
（徒歩・二輪を含む） 

乗用車のべ利用人数 

モデル 

１人当たりトリップ数 

全機関のべ利用人数＝ １人当たりトリップ数×属性別人口※ 

・将来の属性別人口を推計 
・それに１人当たりトリップ数の現況値を乗じて全機関のべ利用人数を
推計 
※ 地域別、個人属性（性、年齢、就業有無、免許有無） 、目的別、平休別 

乗用車分担率 
・乗用車分担率を確率モデル（ロジットモデル）により推計※ 
 ※ 地域内交通の場合。地域間交通については、現況のＯＤペア毎の乗用車

分担率を適用 

１台当たり平均輸送人数 
・将来の人口当たり乗用車保有台数、世帯当たり乗用車保有台数、平
均世帯人数を推計 

・それらを説明変数とするﾓﾃﾞﾙにより１台当たり平均輸送人数を推計 

人口 

モデル 
人口、ＧＤＰ 

 改善モデル  

生成モデル（各分野共通） 

ln 全機関のべ利用人数＝α ln 人口＋β ln GDP 

・全機関のべ利用人数を人口と実質GDPで説明するモデルにより推計 
・地域間交通量は総生成交通量と地域内交通量の差分により推計 

乗用車分担率 
・乗用車分担率の現況値を将来に適用 

１台当たり平均輸送人数 
現行モデルと同じ 

１台当たり平均利用距離 
・将来の人口密度、１人当たりGＲPを推計 
・それらを説明変数とするﾓﾃﾞﾙにより１人当たりの平均利用距離を推計 

全機関のべ利用人数 
（徒歩・二輪を含まない） 

乗用車のべ利用人数 

１台当たり平均利用距離 
・１台当たりの平均利用距離の現況値を将来に適用 

発生集中交通量モデル 

分布交通量モデル 

発生集中交通量 

配分交通量モデル 
配分交通量 

分布交通量 

発生集中交通量モデル 

分布交通量モデル 

発生集中交通量 

配分交通量モデル 
配分交通量 

分布交通量 

乗用車走行台キロ 乗用車走行台キロ 

乗用車台トリップ数 乗用車台トリップ数 

別紙２ 

ネットワークの設定を「現況＋事業化済み」に変更（各分野共通） 



 現行モデル  

全機関輸送トン数モデル 

輸入トン数＝α＋β ln （生産額＋輸入額）＋γ ln 年次 

・全機関輸送トン数を「生産額＋輸入額」とトレンドで説明するモデ
ルにより推計 

１台当たり平均積載トン数 
・1台当たりの平均積載トン数をトレンドにより推計 

生産額・輸入額モデル 
ln 生産額＝α＋β ln GDP＋γ ln年次 
ln 輸入額＝α＋β ln GDP 

・「生産額」と「輸入額」をGDPとトレンドで説明するモデルにより推計 

貨物車分担率 
・貨物車分担率の現況値を将来に適用 

モデル 

生産額・輸入額 

全機関輸送トン数 

ＧＤＰ 
（政府目標値） 

全機関輸送トン数モデル（各分野共通） 

輸送トン数＝α＋β ln （生産額＋輸入額） 

・全機関輸送トン数を「生産額＋輸入額」のみで説明するモデルに
より推計 

・有意なパラメータが得られない品目は現況値を将来に適用 

生産額・輸入額モデル（各分野共通） 

ln（生産額＋輸入額）＝α＋β ln GDP 

・「生産額＋輸入額」をGDPのみで説明するモデルにより推計 
・有意なパラメータが得られない品目は現況値を将来に適用 

貨物車分担率 
現行モデルと同じ 

モデル 

ＧＤＰ 
直近10年間の平均 

変化量を年毎に加算 

生産額・輸入額 

全機関輸送トン数 

 改善モデル  

１台当たり平均輸送距離 
・1台当たりの平均輸送距離をトレンドにより推計 

貨物車輸送トン数 

１台当たり平均輸送距離 
・１台当たりの平均輸送距離の現況値を将来に適用 

道路（物の移動）における改善点 

発生集中交通量モデル 

分布交通量モデル 
発生集中交通量 

配分交通量モデル 

配分交通量 

分布交通量 

発生集中交通量モデル 

分布交通量モデル 

発生集中交通量 

配分交通量モデル 

配分交通量 

分布交通量 

貨物車走行台キロ 貨物車走行台キロ 

１台当たり平均積載トン数 
現行モデルと同じ 

貨物車輸送トン数 

貨物車台トリップ数 貨物車台トリップ数 

ネットワークの設定を「現況＋事業化済み」に変更（各分野共通） 



第一段階の改善 

鉄道における改善点 

推計手法のフロー図 第１段階での改善点 

１．生成モデルの改善 

２．発生モデルの改善 

３．ＡＣＣ（アクセシビリティ指標）の削除 

人口・１人当たり 
ＧＤＰを使用する 
モデル 

人口・ＧＤＰを使
用するモデル 

改善前  改善後 

人口・１人当たり 
ＧＲＰを使用する 
モデル 

人口・ＧＲＰを使
用するモデル 

改善前  改善後 

生成量・発生量の
推計についてＡＣＣ
を考慮 

改善前 

生成量・発生量の
推計についてＡＣＣ
を削除 

改善後 



航空旅客における改善点 

 第一段階の改善では、既存の航空需要予測手法をベースに、 
  ①全国発生モデルの分野横断的な統一 

［需要予測 デ ］

  ②地域別発生シェアモデルの説明変数等の精査 
  ③交通機関選択モデル等における割引を考慮した運賃水準（実勢運賃）の考慮 
  ④将来需要推計の前提条件とする将来フレームや交通サービス指標等の分野横断的な統一 
を行った。 

•①全国発生モデル 
・全国発生量は、総生成交通量と地域内々交通量の 
 差分として推計 
・ゾ ン間200km以上シェアを考慮

［需要予測モデル］ 

・ゾーン間200km以上シェアを考慮

・説明変数を「人口」「GDP」の２変数とし、アク 
 セシビリティ指標（ACC）を除外 

②地域別発生ｼｪｱﾓﾃﾞﾙ 
・基本的な説明変数を「人口」「GRP」の２変数と 

し ACCを除外し、ACCを除外

③交通機関選択モデル等 
割引を考慮した運賃水準（実勢運賃）の考慮・割引を考慮した運賃水準（実勢運賃）の考慮 

※第二段階の改善以降に適用 

注）既存の航空需要予測手法（「航空需要予測について」（国土交通省国土技術政策総合研究所））の需要推計フローに加筆 



港湾における改善点 
（「港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針」における取扱貨物量の需要推計手法） 

①生成交通量

現行モデル 
①生成交

改善モデル ※赤字が改善部分 
①生成交通量
 

GDP 
（政府目標値） 

①生成交通量

GDP 
直近１０年間の平均 
変化量を年毎に加算 

生産額・輸入額モデル（10品目） 
・「生産額＋輸入額」をＧＤＰのみで 
 説明するモデルにより推計 
・有意なパラメータが得られない品目 

は現況値を将来に適用付加価値率

国内純流動量 
（最新値） 

生産額・輸入額 
全機関輸送トン数 

生産額・輸入額 

重量金額換算率 

全機関輸送トン数モデル（10品目） 
・全機関輸送トン数を「生産額・輸入 
 額」のみで説明するモデルにより 

推計

は現況値を将来に適用付加価値率

国内純流動量 

国内生産量・輸入量 

国内純流動量

輸送率 

推計
・有意なパラメータが得られない品目 
 は現況値を将来に適用 全機関輸送トン数伸び率 

②発生交通量 ②発生交通量 

国内純流動量 

発生・集中量予測モデル 発生・集中量予測モデル 

③分布交通量 

地域 別 発生集中交通量 

③分布交通量 

地域 別 発生集中交通量 

分布貨物量予測モデル 分布貨物量予測モデル

④分担交通量

地域間貨物純流動 

④分担交通量

地域間貨物純流動 

分布貨物量予測モデル 分布貨物量予測モデル

④分担交通量

代表輸送機関別純流動量 

④分担交通量

代表輸送機関別純流動量 

輸送機関選択モデル 輸送機関選択モデル 
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